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藤谷さんより新病院建設に向けて 

下記は、広島中央保健生協の出身で、現在は医療福祉生協の全国組織である日本医療福祉生活

協同組合連合会の専務理事をされている藤谷さんより、9.1 新病院建設スタート集会に寄せられ

たメッセージです。残念ながら当日は時間の関係で全文を紹介できませんでしたので、あかるい

まちの紙面にて紹介します。とっても勇気づけられるメッセージです！ 

 

新福島生協病院建設で 

地域に地域まるごと健康づくりの大きな”わ”を広げましょう 
 

9.1「新病院建設スタート集会」の盛会を心から祈念いたします。 

 今私たちは超高齢社会の到来や孤立化、新たな貧困や就職難、あらゆる分野での格差

の拡大などこれまで経験したことのない危機と激しい変化に直面しています。 

 これら「いのち」に直結する問題を解決するために「いのちの分野の生協」である医

療福祉生協への期待が日に日に高まっています。 

 このような情勢の中で広島中央保健生協が新たな病院を建設する意義は、ただ広島に

おける医療機関の新築、生協病院のリニューアルということに留まるものではありませ

ん。 

 地域まるごと健康づくりをすすめるセンターとなるだけでなく、変わりゆく社会に対

応し、地域の困難を解決する砦をつくることになります。 

困難に下を向くのでなく、未来を創造する医療福祉生協の姿勢を示し、地域住民をはじ

め、行政や医療機関、介護事業者を大きく励ますものになります。 

 私は、広島中央保健生協の歴史やこの間のとりくみから、みなさんがこの大事業を成

功させる力を十分お持ちだと確信しています。新たな事業に意気高くとりくまれること

を心から期待しています。       日本医療福祉生活協同組合連合会 

専務理事  藤谷 惠三 

もしもし班開催 次はころばん体操！(9/28 美鈴が丘支部) 
 9/28(火)にもしもし班会を開催しました。「もしもし班」はその名のとおり、携帯電話の使い

方について学ぶ班です。美鈴が丘支部では、班会への参加をひろげる取り組みとして、チラシを

機関紙けんこうへ折り込んだところ、今回そのチラシを見て新しい方が参加してくれました！ 

携帯電話の使い方ももちろんですが、いろいろな話に花が咲き…あっという間に時間が過ぎて

いました。ころばん体操班のお誘いもしちゃいま した♪ 

折り込み作戦第二弾はその「ころばん体操班」のお知らせです。今後もいろいろな班会に、一

人でも多くの方に来ていただけるように工夫して いきたいと思います！ 
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ホームページはこちら♪→http://www.hch.coop/ 

【指導員によるストレッチ】 

【説明を聞く参加者】 


